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筆
潜
#

、革
命
的
實 

踐
活
®

)

の
結
果
'で
あ
そ
.，
//

產
.で
あ
み
.、-
そ
の
备
仳
代
は
自
已
^;

先
行
す
る
猶
.代

を

繼

承

，し

て
'、.
t

の
産
業
及
び 

そ

の

■交

通

を

進

展

せ

し

め

、

(

變
化
せ
ら
れ
た
欲
望
^

應
^

ゼ)

へ
ぞ
の
社
會
的
秩
序
を
惨
¥

じ
で
：來
た
も
の
で
あ
る
(£
.:.
.: 

云
ふ 
l
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五
卷
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ニ
1
5ハ̂

て
、
ニ
ず
：ル
：
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■
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■

今
の
一
知
る
科
學
は
た
く:

1

つ 

し
か
な
い
:'
°
歷
史
の
科
學
で
れ
：で
あ
る
。患
史
は
ー
一
つ
の
侧
而
が
ら
觀

.て
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然

S
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山
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病
^

■

尤
麥
べ
乙̂

;寒

0
;«
面
：ば
.分
# :
典
得
;̂
い
,;
'
;
0:火
間
^

し
^
存
捉
應
^
腺

气

自

然

の

她

史

^
人
間
の
歷
史 

広
は
相
互̂

制
約
ず
4

1-
0

:パ
翁
5
3梦

^

:
::
.
,第
.五

戮

人

間
''
|
:實
賤
的
#

在
ヒ
<

^
て
把
痕
ず
：る
以
: 4
,:
'
-
>
:
:

!|
:識
^

:
は
：實

踐

的

要

求

で

ぁ

.弋

：
又
^
.
_
活
動
の
豬
果
が
客
卿
敗
眞
« !
_

達
^

_

_
裔
が
柃
 ̂

• 

あ
る
。
ヒ
宏
ぶ
^

は
フ
人
間
の
生
存
^

適
合
^:

を

や

：ヶ

に

良

絡

竝

^

»

會

紅

變

革

せ^

れ
ャ
乙
そ
、
先
づ
乙
の

：：
耍
求
を
實
與
せ/L
:

が
爲
疼
良
然
敗
忙
_
會0 ..
_« ;
&
懿
：,
か
ん
^
備
を 

ク
、

.

文
®

_
活
動
が
.全
然
虫
觀.の
內
部
にビ
乂

言

、
M

_

^

R

<
'5
:

ま
る
®

々
、
そ
の
認»
ば
.取
^
主
觀
的
で
ぁ
一
つ
て
、 

客
觀
的
眞
細
ぢ
云̂
於
得
ず
？
：
且0,
認
雜
活
動
味
元*
實
踐
を
拌
常
ど
す
る
以
上
、
そ
の
認
_

に
從
づ
セ
意
識
的̂

S

然
竝
^

社
會
^

働
盏
か
け
、
以0
.て
.自
然
竝
;̂
社
會
％
0:
-的
通
6

^
變
难
^
れ
る
か
否
か
ド
ょ
つ
て
懿
識
め
眞
否

. 

「

を
疋
す
择
至.
-0
し

、

「

：
；
又.こ
祚
ょ
;6
:外
ぬ
遒
は
衆̂

名
や
孬
や
の
間
題
は
、
へ
.何
等
^ !

論
の
：間
題
で
は
な
ぐ、
.-7
-
-.の
實
：踐
的
問®
^

^

K 
ち
彼
.の
：®
惟
；の
p
t
jtt
^
力
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そ'の
.现
世
性
を
證
明
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れ
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:さ
て
以
上
の
一
如
さ
，
：
方
 

て
凝
展
3
れ
た
人
間
を
認_
主
觀
^
歡
く
ヒ
念
は
、
如
何 

'な
-る
觀
識
態
度
か
要
求̂
れ
る
^

至
る
で
あ
ら
ぅ
か
？

.:； (

一)

。主
觀
よ
>
9獨
立
し
て
：存
す
を
客
« &

的
£

變
學
上
の
用
_

ぞ
1.
:
:て
#

物
質
^

般
.

)

を

承

認

す

る
Z
ビ

,°
0 

も
主
觀
が
肉
體
敉
に 
#

約
: ^
;:
^

1:
-
發
_

;

^

、̂劇
^

^

が
_

赃
^:
§;
;

«
(-
^

^
晚
の
；# ;
^ '

體
«

4 -
以
飾

獨
立
^
存
取
じ
た
し
、

:

叉
發
生
以
後k
於v

も
肉
®

の
外
部
^
獨
立
^
存
在
し
七
居
る
。r
Eに
社
會
R
し
た
ビ
乙
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來

「

それが*何なる條件
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か
な
る
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、

•
•
•
.
多
數
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瓦
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.マ
^
ク
ス
全
集
、
一
五

卷
、
頁
、
三
四

1

.

)

.で
あ
气
實
踐
的
相
互
作
用
で
は
あ
る
が
、
：こ
の
相
互
怍
用
の
當
事
者
た
る
一
定
.の
個
人
的
主
觀 

の
，锻
生
鼓R
:生
存
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
：の
:̂
し
セ
、
*1
:
會

は
'
定

-0
個
人
的
主
觀
の
發
生
以
前^
獨
立
^
稃
在
し 

V

居
た
し
、
.又--
*
.定
め
.個
人
的
主
觀
が
：意
謙
的^
交
苴
作
用
を
營
む
ど
每̂
^
拘
ら
ず
、
そ
の
主
觀
が
ら
獨
立
し
て 

1

定
の
相
互
作
用S

係
が
同
時
的
に
存
寿
る
，
從
っ
て
、
個
々
の
主
觀
か
ら

f

在
ビ
看
做
；し.得
る
限
々
、
へ
そ
れ
は
：準
自
然
的
乃
至
物
：質
的

g

象
^

云
a
得

る(

社
食
の
«
かる
IK
^

ii
度
は
他
日
社 

會
科
學
方
法
論
で
し.

H

史
的
唯
物
論
を
：述
べ.る
.際
、:重
.要
な
役
細
令
演
ず
る
：令
 

：

(

一
一
>
.:
感

性
;:
^
|§
識
の
；出
發
點
ズ
す'る
て
^
。

：

主
*

が
肉
體
的
代
制
购._

mて
居
々
、
，其
つ
■認
識
の
對
象
は
そ
れ 

か
ら
客
觀
的̂
.獨
立
し
て
存
す
：ビ
な
す
以-|
.:、
乙
の
客
觀
：例
實
在
を
認
辑
ず
る
'
@;^
は
、
先
づ
肉
體R

M
す
る
感
當 

k

ょ
つ
：て»
象
を
、_

^
現
a
?:
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。- 

- 

:

.

(

三〕

_
5惟
を
©
讀
の
：全
過
程
ど.‘し
て
< 
は
な
く
、
そ
の
，
'
部

<£
し
て
、
即
ち
中
間
過
程̂
じ
ヤ
認
め
る
之
ビ
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部
に
於
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妁
る
姐
：難

：用
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馨
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め
：圣
：過«
ど
康
:̂
;
:
^
^

觀

的

な
^
の
で

あ
;6
、

.真

：體

的

：響

輩
K

達
^:

ず
.じ
^

、
«

念
論
^

»

入
；名
。''
-を
れ
故
、：：

む
し
ろ
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惟
は
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:a

の
中
間
：過
_

<

讀

栽
'^

呵
き
で
ぁ
る
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即
>

0先
づ
«

性
、
'.
:
'
'
感
覺
^
通

,1
:
^

客
體
_

^

る
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勿
論
感

性

、

感
覺
に
ょ

.つ
：ザ
主
藤
興
へ
ら
れ
农
對
象
は：

現
象
で
あ
ぅ
、
雜
然
た
'る
.も
の
.鱗
は
あ
る
が
、
：先
に

• 

.
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現K
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認
識
へ
の
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も
：指
摘
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湯

は

：乙
：れ

裏

識

的k
明
.

S
ら
し
め
|

の
.で
あ
_气

 ̂

の
4

做
し
、

ご
べ
i

ゲ
ル
の
：如
く〕

T

般
餘
、
必

あ
る
|

.
る
|

ぱ
，
夫
等
の
も
め
.は
や
I

純
ま
i

f

ラ
 

'

(

四)

：
實
踐
_

認
識
の
最
後
.
の
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階
、
：即
ち
客
觀
：的
眞
|

规
準
|

す
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'
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右
£

 

一
 

#

a

必

然

性

、

法

則

性

は

-:
'
:
假

令

ヘ
.旣

袋

茅

的

廢

覺

の

 

し

た

も

っ

で
 

1

5

:
よ

、

.

S

盡

.
の
：思

植
5

っ
S

工
'
者
f

 

f

r

に

I

致

す

る.靓
_

|

ゃ

奪

皇

張

：し
_
得
ざ
る
が
故
巧
鼓
|

^

^

^

^

V

I

觀

が

す

儆

か

け

い

'
■
實
踐
活
動
k名

.
：

て
、
豫
想
.裏

れ

：目
的
通◊
の
も
の
が
感
性
に
迄
馓
ら^, 

れ

る

时：

初

め

て

產

的

眞

划

歳

し

素

こI

主
■

可
■要

あ
^
^
^
^

踐
に
ず
へ
舞H.

る
*

合(

特
^
«|
會
親
象
の
硏
究̂
於
て
然
气)

に
は
、
豫
测
の
手
段
によ
々
、
以
っ
てs

然
息
兄
の
：
 

|

乃
绝
は
社
會
の
無
数S

入
の
養
活
動
に
よ
っ
て
、_

)

.定

.

S
象
が
感
性k
 

f

さ
れ
る
こ
I

待
っ
て
、 

初
め
て
：客
觀
的
眞.挪
な
.る
.乙
ど
を
ま
張
す
可
さ
で
あ
る
。
.
^
^
 ̂

ゾ

部
そ4

故
、

如
ち
'
予
測
は
I

默

I

驗
ミ 

予
、^
r

よ
つ.

f

 

Hすi" 
<

义
そ
の̂

論
叙
濟
；
の
^

論
ミ
し
て
、
何
部
.の
予
测
を
も
與
へ
な
い
も
め
气

さ
れ
ば
、
现
禮
濟
取
に
於
け
る

I
f

さ
れ
て
付
る

「

思

論

」

S

I

も
、
そ

m

享

侧

S

む
ブ
で
あ
る
。
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次
I

 

f

「

覆

P

を
.以
り
て
、

「

永
逵

に
解
決
し

f

間
題
で

ぁ
サ

-
-ラ
ビ
？
ノ
ス
で
ぁ
仏

.：
小
死
总
で

t

L

蒸

ふ

。

然
し

-
街
か
る

M
Z

-1

 

^

 

A

2

V

.

?
 

{

,
:■
■
そ
.

の.
良
游

.
3̂
.

予
.
识
.
.の.
.手
段
.
に
訴
，.
.
'へマず
.
.し
て
^
^
 ̂

.
雜
ら
そ

-:

の.：.頭
凝
'

の：.
.明
哳
な

&

.

-

:ピ
'

ぞ
誇
み
.
爲
；卜
，
 

ス
 

'

..
ニ
：ラ
科
舉
界
流

^

领
琐
な
る
恕
惟
：の

_

遞
を
な
す
に
ゴ
；
^

ま
る
か
；
-

乃
至
は

产
ダ
ン
テ
ィ
ッ
グ
：に

-

そ
の
蝴
载
を
誇
る
爲
に
、
徒
ら
に
學

e

 

的
詮
索
に
沒
頭
す
る
か
ら
で
ぁ
る
。
勞
働
價
侦

m

ビ
敫
用
價
値
說
、
乃
至
は
折
衷
虫
蒞

^

孰
れ
が
.
眞
な
る
偵
値
說
な
る
か
は
、
夫
々
の
價
恤 

法
則
か
ら
看

H

さ
れ
た
價
格
變
励
见

2

は
霞
霞
の
予
侧
に
ょ
っ

'

て
、
そ
の

5

:

を
疋
す
可
き
で
ぁ
る
。
そ
し
て
、
"
々
無
数
の
社
命 

の
人
々
の
經
濟
的
實
跷
活
動
の
結

#

告
々
の
感
性
に
迄
で

’
斑
ら
さ
れ
た
现
象

.
、
.

例
へ
ば
今
：n

の
世
界
經
濟
恐
慌
は
、：
旣
に
楚
等
の
價
値
說
の 

孰
れ
が
咨
微
的

'
货
布
<

じ
て
の
砘
會
の
運
酸

.に

.
一

致

し

で

：ゐ
：
る
か
：

60
:

嚴

把

な

判

決.を
卞
し
て

^

^

さ

4
:

ば

從

，棄

き
S

つ(

て
行
は
れ
て
來
た
倒
値
諭
の
べ
論
帶
に
對
し
て
は
，

(

次

.：の

如
 

<

 
第
ふ
可
さ
で
ぁ

-る
0「

或
.
る
域
诚
論
が
咨
觀
的

M
 

现
な
る
や
，
_

の
間
，題
は
、
何
：等
の
现
論
の
叫
题
で
は
な
く
、

ー

 

つ
$

赏
踐
的

_

題

、
；
，
否

な

：
之

に

.

代
る
'
可
き
予
测

'
の
'

問
题
で
ぁ
る
。
實
踐
乃 

翎
予
測
め

.
內

;^
.
.或

.'
3

«

値

输

-'
«

眞
.
现
安
、
>

去
そ
の
说
训
の

_

现
焚
性
ズ
ヵ
そ
の
现
意
性
を
腌
：明
せ

^

S

V
パ
右
の
如
さ
摄
11

態
度
が
確
立
^

れ
て
.ミ
，
女

、

初

め

て

辯

證

法

女

唯

物

論

的

k

®

礎
づ
け
得
る
の
で
ぁ
る
0

ビ
乙
ろ
で
、
.
旣
^

述
べ
介
如
.く
、.
辯

證

法

の

本

質
.5
:

な
す
契
機
^

次
の
'【

つ
め
：も
の
で
ぁ
么
^
^
 ̂

.

:

第」

に
.
.屈
惟
形
式(

範
*)

が
單
に
主
觀
の
思
ー
惟
形
式
た
る
^

ギ
く
^

^
ず
、.
'同
時
^
.客

觀

的

實*-
の

存

在

形

式

ビ
i

致
する

.；

所
の
真
體
的
思
聰
形
式
で
：ぁ
0

1

?
 

V:;,/::.,、：

，
：

，
第

ニ

ち

姐

惟

形

式

が
^

の
具
體
讷
思
惟
形
式
た
^
得
各
泛
は
::
'
:
'
^
^
^
^
^
^
^

.p
ff
i

w

形
式
：：へ'
、
5*

に
葡
诸
の
：衝
棄
、
：
«

忘
 

又
思

'#

形
式
冗
#

*

形

式

义

が

：
一

致

す

：る

.も

.の
で
あ
名
|^
^
.
:
.
:
ネ
の
對
货
0:

.

で

あ
る
z
o 

バ
.
. 

:

y;
.
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一
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•
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、v
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證
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の
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寒
す
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Z

のI
I

契

：
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如
&

唯

物

論

的

認

識
®

度
か
ら
は
、
如
何
に
甚
礎
づ

.
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ま

の

；契

機
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即

i

惟

形

式

姦

在

旅

式

の

一

致

の

唯

物

論

獅

龜

礎

づ

け

は

、

双

k
述

べ

た

乙

ど

か

ら

し

て

容
 

;i
,

k
:^
^

n
;#
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惟

ヴ
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在

の

一

致

を

、

へ
!
ゲ

火

が

存

在

を

へ

そ

の

存

在

^

先

立

つ

て
 

永

遠

の

^

^

あ

0
た
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對

精

_
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ー
.內

火

解

消

し

、

思

惝

、

觀

念

の

地

盤

の

上

化

见

惟

^

存

在

の

同

ー

性

を

主

張

す
 

る

_
さ

刺

«
的

萍

段

に

|

|へ

る

。
禱

蚀

な

、
隊

：
猶

に

思

.
■
^

.
の
：主

觀

は

肉

體

的

に

の

：で

あ

へ

そ
 

レ
.發

生

:1
如

^
劇

立

，に

茶

せ

^ ,
浪

然

、
，
物

質

ハ

游

在

〕

の

所

產

で

あ

々

、

斯

く

て

存

在

の

地

盤

の

上

^

思

惟

匕

存

在

の
 

质

ー

性

を

主

張

::
^
:
.
:
:
そ

め

同

--
-
:性

は

る

が

故

.^
、
观

惟

形

集

範

疇

〕

は

#

*
形

式

^

ー
 

致

す

ど

主

張

す

る

の

で

あ

る

。 

工

ン

ゲ

ガ
ス

は

-
丨

ゲ

ル

^

^
:#
.の
：立

.場

を

帶

用

せ

る

デ

^

ジ

シ

グ

3:
批

判

し

つ

>
、
思

猶

形

式

ど

存

：在

形

式

の
 

1

致

I

物

論

的

■

礎

づ

け

蓮

る
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M

れ

は

人

が

意

識

，

馨

 

、

初
 

め

'ヵ

ら

の

在

:-
®

自

然

に

; »
立
し
介
も
の
ど
假
定
す

.る
_所
か
ら
：生
ず
る
の
で

.あ

る

。

從

つ

て

又

、
意

：識

ど

自

然

、
恐

惟
 

ビ

存

在

、

见

惟

法

则

ビ

自

激

法

則

が

、

*

し

く 

.ー
致

し

て

居

る

の

：を

颇

寵

愈

_
だ

'ど
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し 

再

人

に

し

て

'M
气

1

體

忽

惟

ど

意

識

,
は

何

で

：：あ

る

か

、
.：
そ

れ

等

は

何

處

か

ら

生

じ

て

來

：る

の

か

？

問

ふ

な

ら

ぼ

、 

を

れ

は

人

間

の

頭

腦

の

產

物

で

あ

々

、

人

間

自

身

も

亦

環

推

S
內

R
あ

り

て

、

環

境

ビ

共
に
發
展
す
る
所
の
自
然
の 

所產であるを見出す：
、
：

)

然

る

場

合

^
は

自

ら

次

の

こ

ビ

が

な

る

、
結
局
に
於
て
事
實
又
自
然
の
產
物 

で
あ
る
が
故

^

、
人
間
の
頭
腦
の
所
產
は
、そ
の
他
の
自
然
關
係

k
矛

盾

せ

ず

し

て

、
寧

ろ

逾

應

す

る

ビ

O
J
C
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n
g
e
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u
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n
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,e
:

E3 酿

^

^
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形

式

ど

の

二

致

は

.、
纸

こ

k
、

感

性

的

實

踐

活

動

^
:よ

つ

て

證

明

3
る

可

9 \

じ

あ

.■る
。

，

た

.̂
：：
 J

言
.注

> «

す
可
：&

-^

、
;1

讀
形
式
：5
^
.
在
形
式
の
'1
致
：を
右
、.の
-:

つ
'
の
：論
據
ょ
な
主
張
す
：る
：ヒ
雖
も
、
決
し 

て
兩
者
の
絕
對
的
同
：

一

性
を
主
張
す
る
.も
の
で
は
な
；い
。
--
ぐ
し
云
.ふ
の
は
、：.思
惟
、
そ
の
主
.觀
が
肉
體
的
に
制
約r

o

れ 

た
も
の
で
あ
，々

、
有
限
^

も

，
の

で

あ

々

、

之

^

反
し
>1
:

游
在
：は
無
限
^

多
«

な
も
の
で
あ
る
限
ク
、
全
存
在
の
亦
花 

形
式
^

:

1致
す
る
所
の
絕
對
的
設
識
を
獲
'得
す
1る
^

^

は
出
來
^

か
ら
で
あ
る
。
即
'?
>「

こ
の
絕
對
的
認
識
は」

. 

つ
の
蜇
大
な
障
害
を
持
つ
：て
ゐ
5

。
^

度

、

泰

識

し

得

る

素

：狩

の

無

限

性

が

全

く

，の
.有

限

性

が

ら

な

つ

て

居

る

や

ぅ 

;H
:
絕
對
的
.認
識
を
な
す
思
惟
の
無
.限
性
％
亦
無
數
の
有
限
$

<>

人
間
頭
腦
か
ち
；

つ
て
居
各
の
で
あ
つ
^:
^

無
數
の
人
間
頭
■
は
同
時
杧
;x
は
前
後
し
て
共
に
己
め
無
限
及
る
認
識
を
硏
究
し
、
：：實
踐
的
、
理
論
的
誤
®
を
犯
し 

た
々
、
歪
.ん

だ

、

：：：一.::

而

的

：な

，

屢
'
.

1

度
は
.正
：し
い
も
の
に
鼻
を
づ
さ
合
せ
な
が
ら
、

を
れ
を
發

.見
し
な
か
つ
た
：ゲ
す
る
。

」
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^

cr
q
a
l
s
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l
e
k
t
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u
n
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a
t
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.
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r
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n
g
e
l
s

 

Archiy.:. JBd, II.: S. 

k
^)

^
れ
故
、
我
々

は
有
限
な
る
厭
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實
踐
活
動
ど
に 

ょ
つ
：

V
'
、
，

全

存

在

の

、
：
一
而
め
.
粑

積
^
ょ

ク

驗

全
.存

拒

ビ
1

*
す
^

絕
對
的
認
識
^

近
ヴ
が
ん
^

す
る
.
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
;-
思

惟

形

式

^

孩

在

形
 

爲

ど

の'
分

敖

は

、
-.

ょ
^

正
.確
^

ー
本
ひ_

は

す

汸

ふ

ば

、
：：：
有

限

な

る

息

惟

ど

：
實

_

ど

m

惟

形
 

式

が
.近
.似

激
^

存

在

形

武

％

反

映
^

^

去
^

意

味
^

於
.て
.：主

張^

々

可

き

で

あ

る

.。

.'
:
:
.
第--
-
^

契
«

ハ

：即

も

：
具

體

的

；
见

«
形
^

範

疇)

は

き

形

式
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^

が
.1

徽
す
石
限
々
、
存
在
ネ
亦
撕
か
る
: «

動
形
式
に
:f
e
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.

は
、如
何
に
®

礎

づ

け

ら

れ

る
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で
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ら
テ
か
。
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の

墙

合̂

歎
て
本
、

へ
ー
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は
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ズ
逆
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:
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^
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。
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_
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論
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费
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客
觀
ゅ
身 

.在
の
具
體
的
像
，
>
m
ff
i
杈
苒
生
產
ん
得
る
ビ
主
張
ず
名
の
で
あ
る
”
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?

.
,

■

か
1

張
I

礎
づ
け
I

は
、i

着

：

1
:
1

あ
る
5

を

議

し

.、
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、
次

¥

f
 
.
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.
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1式
i

範
疇)

S

か

慕

動
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形
式
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S

ミV

が

赛

茗
I

れ

ば
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。

是
等
の
I

，

可
能
..で
.も
る
。■ 
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V
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.
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.
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つ
第
！
の

震

よ

*
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行
ふ
。
墨

の

對

象

崖

興

よ

羞

觀

的

■

立
し
：て亦
す

る

乏
に

よ

最

単
疑
が
な
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8

1

識
ず
る
s

k
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は
、
；主
觀S

體
的
I

約

真
5

る
I
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で

あ

る

以

先
.づ
.肉

體

篇

す

る

感

气

：
威

，

1

ほ

、
；
量

S

ふ

可
I

:

あ

气

へ

'
る
際
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：ヵ
ン
ト
も
指
商
し 

S
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|

、|

時
間
、
I

の
■

形
f

f

。
然
し
、
i

s

、
：奮

の

：感
性
形
式
は
、
客

觀

當
 

在

「

警

體

」

.の

產

な

く

、
？

主
.觀
の
先
驗
的
感
性
形
式
ど
し
て
、
主
観
S

み
®

し
、
主
觀
の
創 

瓜
物
で
あ
.
f

力
。；，

若
し
然
る
場
合
k

於
て
ば
.::

廛

的

に

制

約

さ

れ

塗

觀
£

て
の
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S

發

衰

饰
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>
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が
あ
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。
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他
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念 

_
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踐
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時
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.
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は
寧
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フ
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認
む
可
さ
で 

‘
.あ
る
' 

>叙
は
先
つ
時
間
、
，空
間
を
客
觀
的
實
在
の
#
在
形
式
か
ら
引
さ
離
し
、
こ
れ
を
獨
立
化
す
る
墨
る
所
の 

:
■誤
：
P

S
ス
る
原
因
を
指
摘
しS

る
。

「

人

間

は

杣

篇

ヵg

媒
介
£

1

然
か
ら
、
現
實
世
界
か
ら
類
似
I

j
の
；
^

4

し
て
"そ
れ
を
互
S

.通
な
實
體で

..

あ
.る
所
の
諸
物
體
か
ら
抽
象
し
、
然

，る
後
K

S

を

元

壽

物

體

藥

るI

つ

の

璧

昼

體
£

5

て
例
へ
ば
、■人
間
’i

,間
：I

f

感
性
的
i

物

體

贫

ド一

切

の

蠶

？
f

s

驚

的
R
.、
.且

論

化

的
k

、'
即
ち
並
列
的
且S

醫

S

す
る
I

I

つ
て
、
 

識

> &
?
虚

_

音

麗

を

保

つ
'暴

へ

る

。.
.
.
:

:
然
し乍

ら
"：

.

人
.間

ば

を

及

 

.

2
間
的
な
吃
の(

霍

は

馨

)

霍

袖

象

ず
I

も

馨

ず
.、
彼

は

置

的

？

の
ど
時
間
的
.
f

の
ど
S

在 

の
第一

原
因
又
は
條
件

V

♦

て
.

v

空
間
ぐj

時
間
ビ
が
矣
等
の
.急
^
先
行
ず
.る
ビ
假
定
す
る
。
そ
，
e
故
よ
、
皮i
 

，世
界
、.

f
現
實
的
な
物
の
璧|

.

.

£て

糖

参

素

材
^
世̂
界
；の
內
容.

S
間
及
S

間
の
中
S

生
し
た 

暴

へ

名
.
0
:貢

へ
I

グ

グ

は

剩

芝：

蕾

I

間

處
S

S

み
I

ず
、、'

I

I
間
か
ら
物
質
を
發
生

ズ

翁

、

：

空
間
1

驗
的
I

の
£

|

理
上
經
驗
德
立
つI

し
、.
：s

時
間
、
：
空
間5

づ
て
初
め
て
因

ノ
笫
ニ
十
六
卷

(

四
三
吮)

：
嬰
性
認
識
へ
の
遒
' 

第
I
 

S
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l
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.

s

冷の
：；

認
識
對
象
が
櫞
成̂
れ
る
ヒ
か
、

：

.或
は
へ
ー
ゲ̂
の
如
く
、‘，
時

間

、
：
：
：：
空

間

が

先

づ

#

じ

、

：：

そ

れ

か

ら

物

質

が

發 

注

す

：る̂
な

す.說
に
：
反

對

し
:.
:
>逆
k
、
：物

質

そ
.の
％
;の
が
先
化
時
間
、,-
'空
間
な
る
游
在
形
式
を
有
す
る
が
故
に
、
我 

々
め
主
觀
が
感
性
め■形
式
S
し
て
、
そ
れ
等
の
も
の
か
ら
時
間
、

「

空
間
の
範
疇
を
：爆
を
出
す
t

v
を

生

張

：し

て
g-
る

。 

「

：

：
現

實k
於

て

は

、
；
疋

化

皮

對

の

；
之
ビ
：
が

事

實

^

{

寧
^
空
間
ど
時
間
が
事
膨
を.前
猫
^
す

る

：
の
：で

あ

る

？
；
ど
：
云

'ふ
の
は
.、
へ
：空
間
乃
至
延
長
は
自
ら
延
丧
を
有
す
る
成

_ 

る
も
：.の
を
前
提
どb

>
又
：時
間
、

：

蓮
.動
I

時
.間
は
事
實
逮
：動
か
ら
導
さ
出
さ
れ
：た
槪
念
に
過
ぎ
な
い

i

は
自
ら 

運
動
す
‘る
或
る
も
の
?:
前
提V
す
る
が
故
で
あ.る
。
. '凡

ゆ

る

は

：空
間
的
で
あ
々
、

.
時
时
的
で
あ
ク
、
也4>
る
も 

の
は
延
長
的
で
あ
气
，
趣
動
的
で
あ
る

」
V
J
V
Q
b
c
n
d
a
，

f

然
し
、
：觀
念
論
者
：は
な
ほ
、
：
我
々
の
時
間
、
.
空
間

^
對
ず
る
表
象
が
不
確
定
で
あ
ヶ
、
變
.化
す
る
事
實
か
ら
じ
て
、 

客
觀
的
1:
在
の
*

在
^
式V

し

て

時

.間

空
.間
を
否
定
ず
；る
か
も
知
れ
な
い
0

な
る
ほ
ざ「

空
間
ど
時
間
^
就
い
て
の 

人
間
の
衾
：象
は
、
相
對
的
で
あ
る
。
然
し
、
罾
罾
の
相
對
的
な
表
象
：

■か
：ら
:;
>

絕
對
的
眞
理
が
組
；立
：て
ら
れ
、
是
等
の 

相
對
的
次
表
象
ば
、；
♦

の

發

展

に

於
：：

て
.
、

絕

對

的

眞

商

.の

方

 

空

間

.
ど

時 

間

に

.
就

い

：
て

の

、

人

間

：：
の

表

象

が

變

化

^

る

も

：
0
_だ
^

い
：
ふ$ 

t
の

兩

者.の
：客

觀

的

實

在

坐

が

否

定 

5
;れ
な
い
こ
ビ
は
、
外
的
世
界
の
.客
觀
的
實
在
性
が
、
物
質
の
構
造
ビ
.物
質
の
.運
動
形
態
ど
^
關
す
る
科
學
的
知
識 

が
變
.化
す
る
ビ
いH
t
ど
k

ょ
づ
て
否
笨
さ
れ
な
い
の
ど
、同
じ
で
あ
る

O
L
r
g
f
n

: 

SP:
日t:iche 

W
e
r
k

ぃ
w
d
. XI

I
I

(/
)

”

；1
6

7

0

:官

も
; ^

ほ

時
'
間
".
-
»
:空

：間
0

實
»

性

を

疑

^

者

が
: ^

石
: «

ら

ば

.、彼
等
は
自
己
の
注
存
を
も

否

定

し

な

け

れ

 

ば
.
な

ふ̂
,

:

,^ :
;
云
-^ :
^

讲

：ク
：
^

.

間

：ゅ
:;
4

;#
,
ば
'
;'
:
:
:
'
.

(

#

觀
; «
1

實

资

が

時.間

フ

：空

：間

の

杏

在

形

：式

を

有

ず

.
る

も

ミ

を'前

各
.
^
; 

■

し
て
の
み
、
合
目
的
的
k

對
象
^

働
§

が
け
1、
：以
つ
で
生
存
が
保
證
3

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即

ち「

若
し
時
間
ど
空 

問
ビ
の
感
€

が
、
人
間
に
對
.し
て
、
生
物
學
的
^
合
因
的
次
定
位
を
與
ベ
得
る
ど
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
く
、

M
 

等
の
诚
齋
が
人
間
の
外
な
：る
#

獅
的
實
在
を
榄
寫
す
る
ビ
承
ふ
條
件
の
下
に
於
.て
；の
み
、
初
め
て
可
能
な
乙
ど
で
あ 

る

.0

も
し
人
間
の
感
覺
が
、
環
揽
に
就
い
て
.客
觀
的
わ
於
レ
れ
表
象
を
人
間
^

典
へ
な
か
つ
た
次
ら
、
人
間
は
生
物 

學
猶
R

V

環
M

k

顺
應
し
得
な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
u°
B

s

^

.

 

S
.

 

1

7

0

.

1

度
、
空
間
、
_

間
が
客
觀
的
實
在
、
物

質一

般
の
存
在
形
式
な
る
こV

J

が
承
，認
3

れ
る
な
ら
ば
、
又
き
ま
•か
凡 

て
の
物
質
の
存
在
形
式
な
る
乙
ど
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(£

云
ふ
の
は
、
物
質
が1

定

の

一

空

間
?:
領

有

し
 

つ
、
蓮
動
す
れ
ば
.Z

そ
、
物
質
化
時
間
な
る
存
在
形
式
が
屬
す
る
の
で
あ
P

、
之
に
反
し
て
、
若
し
も
物
質
が
„

 

^

靜
止
ず
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
.-

何
等
の
時
間
形
式
も
存
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
0

即
ち
ス
ォ
ィ
エ
ル
'

,
’ノ

の
云 

ぶ
如
く
、「

時
間
は
運
.動
か
ら
導
さ
出
5

れ
た
も
の
，

」

で
あ
る
.

0
人
々
は
、
；を
の
感
性
^

與

、
ら
れ
/2
:

物
質
の
靜
止
、
均 

衡
狀
態
を
獾
ベ
來
つ
て
、
凡
て
の
.物
質
が
運
« J

す
る
ど
は
主
張
し
得
な
叫
^

石
ぶ
が
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
一
切
の
靜 

止
、
均
衡
は
た
k

相
對
的
で
あ
办
、
'

1
時
的
な
も
の
^

過
ぎ
な
.

5
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
我
々
は
'H

V

ゲ
ル
ス
ミ
共 

に
、
次
の
如
く
云
び
得
る
。.

「

蓮
動
は
物
®

の
#

在
形
態
か
あ
6 >

。
曾
つ
.
て
、
又
何
處
^

も
、
運
動
の
なS

物
質
は
存
5
 

S
力

つ
た
し
、
又
存
し
.得
な
い
0
'宇
宙
間
^

於
け
る
蓮
動
、
俩
々
の
天
.體
^

於
け
る
；|
層
承
^

な
物
體
の
機
^
的
の 

.蓮
動
、：

熱
若
し
.く
は
電
流
或
は
磁
流
ど
し
て
.の
分
子
の
連
彆
化
學
的
分
解
及
び
化
合
、
.有
«

的
生
命—

宇
Ti
l

に 

一
於
け
る
總
て
の
原
.子

は

 

> 
凡
.ゆ

る

瞬

間

た

於

 

'て
か
(

の
如
き
速
®

形
態
の
何
れ
か
を
な
し
て
、
或
は
同
時
R

數
個
の 

寒
動
形
態
を
な
し
- c

ぬ
る
。

一
切
の
靜
il

:
、

一
 

切
の
均
衡
狀
態
は
：單
に
相
對
的
で
あ
る
k

過

ぎ

ぬ

.、

.
そ

れ

は

何

等

か

▲

ニ
十
六
卷(

盟
ご
パ
バ
現
焚
性
認
識
へ
の
逍 

六
五



パ
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六

卷
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四
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ニV
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現

實

性

議

道

ぶ

V

 

望

.號
：
 
' 

六
■六

の
特
.定
：さ
れ
た
^
動
形
態
に
咖
係
.し
て
初
：め
て
意
義
を
有
^
る

，
例
へ
ば
地
球
上
の
.或
.る
個
體
ば
'機
械
學
的
，の
均
% 

狀
態
、
W
ち
機
械
擧
的
{<
:
は
靜
止
の
狀
態
^
あ
6
.
.
得
る
：が
.：
、

^
:
^

®

励
に
參
與
ず
る
i

ど
を
決
し
て
妨
げ
る
%

の
で
は
な
5

"
,'

同
様
^

>
も
の
#

邱
的
な
極
.小

部

分

が

、

氣

溫

^

依

っ

て
制
約
，3

れ

：
た

振

動
? :

な
す
乙
S

を
妨
げ
る
も
の
、で
は

f

、
又
^

の
.■原
子
が
化
寧
的
.の
：過
程
を
輕
過
す
る
こ
ビ
を

- 

•••
 
-
 

.
 .. 

,
 

•
 

•
 
•
 
•
 
•
 

.
 

—.

.

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。」

(
H
e
r
r
n

 

E
u
g
e

 

ヲD
,
i
n
g
s

 

u
m
w
^

 

w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
p

 

12

 

A
u
f
l
.

 

S
.

 4
9
-5

0
0

又 

「

最
後
^

、
：生
命
あ
る
有
機
體
に
於
て
は
、：'
我
々
は
>

凡
ゆ
る
微
分
子
就
^

よ
ぅ
大
な
る
諸
器
官
0
不
斷
の
遝
動
を
見 

る
の
で
あ
^V、

そ
の
蓮
動
は
正
常
な
生
存
期
間
の
.
間
は
全
有
機
體
の
均
衡
を
^
.
の
結
果
^

し
て
.
齎
ら
す
、
だ
が
然
し

常
^

運
動
.の
內
^

ど
ゾ
ま
る
の
で
あ
气
即
ち
運
動V

均
衡
の
生
刍
た
統
一
で
あ
る
。

-
-
凡
ゆ
る
均
衡
は
た
ピ
相

對

的

で

あ

气

1

時
的 
k

s

^

*

s
L°(
D
j，a
l

e

k

d

k

§
 ̂

M
a
r
x
-
E
n
g
e
i
s

 

A
r
c
h
i
v
,

 

B
d
.
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运
 

く
て
、
運
'動
な
さ
物
質
ば
、
物
質
.な
§

運

動
<£

同
樣
に
考
へ
#:

ら
れ
ざ
る
乙
ど
が
主
張
5
る
可
.く
、
乙
の
主
張
は
足 

來
の
科
a

的
思
惟
ど
食
踐(

食
驗
、
豫
測)

ビ
の
■無
数
の
成
果
；g

k

將
來
K

於
け
る
そ
.れ
等
の
無
限
の
發
展
V

J

k依
據 

し
て
主
張
^

る
可
^V

で
あ
る
力
：

1

度
：凡
ゆ
る
物
質(

闯
然
竝
R
S I
:

會
を
名
含

め

て〕

が
運
動
，す
る

乙

ど
が
承
認
3

る

、
な
ら
ば
、
次
？

の
■運
動
を 

1 ;
き
起
す
根
據
、
力
が
間
題
ど

な

る

，
こ
の
力
は
物
質
の
外
部
か
ら
加
は
る
％

の
：で
あ
ら
ぅ
か
、
そ
れ
ヾ」

も
物
®

に 

內
在
す
る
も

め
で

あ

ら

ぅ

か

：。

若
し
第

：一
の
立
場
?:

取
6

、'
物
質
汶
於
け
：る
凡
ゆ
る
運
動
を
純
粹
ic

ル
W

か
働
き
か 

け
^

よ

.-
5
<

す

る

な

ら

ば

、
：
結

與

ド

於

て

土

或

る

：赵

：經

驗

的

な
「

最

初

：の
.
動

か

神
を
述
«

の
源
&

ど
す
る
己 

v

し

に

なA

、
：
信

仰

主

義

：

>
J
.

觀

念

論k

墜

入

る

。

之k

反

し

て

、'感

性
K

1

っ

て

の

み

接_

し

、
.
;'
又

感

性

的

赞

贬

劳

軌

――

W

Ma
m
—

―
―

1—

―

―

^

_

_
_ 

.

-:
ニ 
l
i
g
I
U
F
i
i

三 11

1..I 

...

.
 

■
 

.

.

. 

.

___

.
■
. 

__

.

i
i
i.
: .
.

.

.

k

よ
つ
て
の
み
，if
明
し
#

る
所
の
客
觀
的
實
在
即
ち
物
質
を
の
み
認
む
る
唯
物
論
の
立
場
か
ら
は
、
物
質
の
運
動
を 

惹
さ
起
す
カ
を
、.
物
«

の
內
部
^

の
み
、
換
言
す
れ
ば
物
質
の
自
己
運
動
を
り
み
.認
む
可
3

で
あ
る
。

然
ら
ば
物
質
の
自
己
運
動
は
何
に
よ
，0
.
.て
起
5
か
、
备
の
根
據
、
力
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、.一

っ
の
運
動
形 

態
^

あ
る
物
質
の
內
部
^

は
旣
^

矛
盾
し
尺
、
對
立
し
た
契
機
が
萠
芽
的
^

含
^

れ
て
居
办
、
最
初
そ
の
對
立
的
契 

機
•か
强
く
現
は
れ
なS

限
6
R

於
て
、一

っ
の
運
動
形
態
に
あ
る
物
質
は
靜
止
し
、
均
衡
t

.保
持
し
て
居
る
が
如
く 

R

見
え
，る
け
れ
ざ
名
、
を
れ
は
一
時
的
で
あ 

相
對
的
で
あ
6
、
對
立
的
契
機
が
い
よ
/

\

相
互
^
强
く
作
用
す 

る
s

$

、
運
_
動
は
益
<

明
瞭
^

現
は
れ
來
ゥ
、
や
が
て
そ
の
對
立
的
契
機
を
揚
棄
し
て
他
の
述
動
形
態
に
移
行
す 

る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
得
た
一
っ
の
運
動
形
態
の「

時
的
均
衡
は
、
i e
R

そ
の
內
的
矛
盾
、
對
立
R

よ
っ
て
、
他
の 

.
運
動
形
態
んw

移
行
し
、
こ
の
蓮
動
過
.
程
が
無
限
^

經
續
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、物
質
が
自
己
運
動
を
起
す
の
は
、

I

っ
の
運
動
形
態
^

あ
る
物
質
が
本
來「

對
立
物
の
統一

」

で
あ
る
，か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
ど
を
洞
察
し
た
者
は
、
假
令
へ
觀
念
論
的
外
皮
を
被
ク
て
居
る
ミ
は
云
べ
.
、
マ
ダ
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ダ
ス
竝 

R

レ
ー
二
ン
が
指
摘
し
て
居
る
•か
如
く
、
天
才
へ
ー
ゲ
ル
で
あ
っ
た
。

へ
ー
ゲ
ル
は
、
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。「

だ 

が
日
常
の
經
驗(

傍
點
は
筆
者)

は
、
少
く
ビ
も
矛
®

せ
る
諸
事
物
、
矛
盾
せ
る
鼪
制
度
等
々
の
.
多
数
の
亦
す
る
$

」 

を
し
て
を
の
矛
盾
は
取
に
外
的
反
猶
の
内
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
夫
等
0

も
の
夫
自
體
の
內
^
存
す
る

の
で 

あ
る
て
ど
を
自
ら
云
a

表
は
し
て
居
る
。
然
し
|£
^

矛
盾
ば
軍
に
此
處
、
猇
處
^

生
'じ
來
る
が
如
き
一
つ
の
異
常
事 

ど
看
做
^

る
可
き
，で
は
.な
く
、
寧
ろ
そ
の
本
質
的
規
宽
^

於
け
る
否
定
で
あ
办
、
自
己
運
動
の
原
理
で
あ
る
。J
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笫

ニ

十

六

卷

S

.

四
四

)

现

货

性

認

識

へ

の

.迸

 

第

三

號 

六」

記
へ
ー
ゲ
ル
は
矛
府
、
對
立

.
物
の
統
一
を

I

切
の
®

已
連
動
の
跖
理
な
る
こ
ミ
を
證
明
す
る
揚
合

*

:

絕
對
的
觀
念
諭
於
な
る
に
拘

.ら
ず
、
腸
 々

感
刊
的
海
驗
を
通
じ
て
認
識
し
招

2>

咨
觀
的
货
布
、
即
ち
物
質
の
運
動
を
例
に
取
つ
て

;.
*

;

-る
、
そ
れ
故
、
レ
ー

|

1

ン
の
衍
摘
し
て

^

る
が
=
= 

く
、
彼
は
辦
證
法
を
虫
張
す
る
揚
合
、
腿
々

3

已
の
縦
惡
す
る
唯
物
論
者
に
轉
化
し
て
炕
る

0

諸
对
に
し
て
、
沿
し
へ
ー
ゲ
ル
の

「

工
ン
チ 

ク
ロ
べ
デ
ィ
ー

」

浓
一
部

」

論
现
學

」

の
補
遗
を

|

|

む
な
ら
ば
、
其
處
に
は

’

エ
ン
ゲ
ル
ス

:1
|
:

(

他
の
唯
物
辨
證
法
諭
咨
の

|!
1

ふ
る
所
の
货
例

7

;企 

く
同
じ
も
の
を
屢
々
见
川
す
に
驚
く
で
あ
ら
ぅ

0

B l
k

レ1
1

1

ン

は

1^

物
^

の
跋
礎
^

於

て

リ

#

^

次
0 .

如
く
述
、へ
て
©

る
。「

凡
ゆ
る
址
界
の
進
行
を
そ
の 

一
 

し
31
E

i/
k

y/

て

7

Cの
技
發
的
發
鹿
R

张
て
、
そ
の
生
々
ど
し
た
存
在
^

於
て
認
識
す
る
條
件
は
を
れ
尚
體
を
對 

立
物
の
統一

ど
し
て
！̂

_
す
る
乙
す
で
あ
る
。
發
展
は
對
立
物
の
鬪
^

で
あ
る
。」

ど
。(

2
4
?

.邊

d
e
r

 

D
i
a
l
e
k
t
i
k
.

in : 

L
e
n
i
n

 

s
d
m
t
i

o-h
e

 

w
e
j
k
e
.

 

B
d
.

 

X
H
L

 
s. 

V
5
-
V

ch。

勿
論
、

一

切
の
.南
己
運
動
の
原

.

1

が
對
立
性
の
統

一

器
6

ズ
の
主
張
は
、唯
物
論
的
典
礎
ょ

o

な
さ
る
可
き
限
み
、
 

そ
れ
は
感
性

^

出
發
し
ゾ
感
性
的
實
踐
活
動
に
ょ
つ
て
終
る
誕
識

^

恶
い
て
な

n

る
可
&

で
あ
る
。
從
つ
て
、
斯
る 

主
張
は
、；
右
の
如
さ
認
識
態
度

?:
取
る
經
驗
科
學

O
s

然
科
學
、
竝

R

MI
:
會
科
學)

に
於
け
る
從
來
の
歷
史
的
發
展
の 

全
所
產
^

依
據
し
て
主
張
さ
る
可
さ
で
あ
々
、
そ
れ
以
上
の
何
等
の
論
據
を
持
た
な
い
し
、
又
必
要

ど
も
し
な
い
の 

で
あ
る
。
そ
し
て
、
經
驗
科
學
の
歷
史
的
發
展
は
、
そ
の
忍
惟
の
所
產
を

.騰
性
的
赞
踐
活
動

(

實
驗
、
竝

R

豫
测3

の 

手
段
に
訴
へ
て
、
絕
べ
ず
右
の
命
題
の
正
し
さ
乙
ど
を
證
明
し
た
し
、
又
恐
ら
く
將
來

k

於
け
る
發
M

も
、
n

v

'

r

證
明
を
與
ふ
る
も
の
.
V
J
/f
i

ふ
。
ど
云
ふ
の
は
、
旣
R

前
號
序
言
^

於
て
述
べ
た
如
く
、
-

認
識
方
法一

般
を
収
极
ふ
哲 

學
c

r*

々

の
^

.

私

に

'&
.

っ
.
1:
.
は
.
.
'
5
=
:
-
に

鼠

識

^

で
*

.る
K

 

V

ま
ち

.
ず

、

同

.時

k

存

在

論

的

性

質

を

帶

び

る

も

の

で

あ

.

る
が
.〕

は
決
し
て
經
驗
科
學

V
J
.

全
然
別
箇
の
も
の
で
は
な
く
、
常

(C
經
驗
，科
學
の
所
產

k

依
據
し
、
そ
の
無

意

識

K

、
 

無
批
判
的
に
用
ひ
た
認
識
方
法

(

竝
^

存
在
認
_
.

)

を
意
_

的
^

批
判
し
、
普
遍
化
し
、
以
つ
て
逆

^

經
驗
科
學
の

51 

に
高
孕
發
a
.の
.
.可
能
性
を
美
へ
る
も
の

^

過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
右
の

^
!己
運
動

T

般
の
原
现
.を
證
明
す
る
爲
に
、
凡
ゆ
る
經
驗
科
學

R

於
け
る
所
產
を
此
處

R

指
摘
す
る 

乙v
j

は
出
來
な
い
。
喷

-
次
の
レ
ー
ニ
ン
の
表
式
を
祸

r

る
R

V

JV;
'

め
る
。

'
'

「

カ

學

R
於

て

は
，
作

用

ど

反

作

別

"

：

物

理

學

R

於

て

は

、

陽

電

氣

W

陰

電

氣

。

：

.

.

化

學

k

於

て

は

、

ァ

ト

ム

の

結

合

V
J

解

離

。

社

會

科

學

k

於

て

は

、
階

級

闘

-

。

」

：

(
s

to:mtliche 

W
e
r
k
e
.

 

B
d
.

 

X
5

.
.
S
,

0,
75 
し

•

.
V
J

と
ろ
で
、
物
質
が
對
立
物
の
統
一
で
あ
々
、
を
の
爲

R

自

己

運

動

を

起

し

、—*
.
つ

の

運

動

形

態

か

ら

他

の

缒

動 

形
態
へ
移
行
す
る
乙
ど
が
譜
叨

^

れ
た
以
上
、

プ
つ
の
蓮
動
形
態

^

あ
る
物
質
は
そ
れ
的
體
孤
立
し
、
獨
立
し
て
存 

し
#

る
も
の
で
は
凌
く
、
.他
の
遝
動
形
態

K

あ
る
物
質
ビ
の
關
聯
性

*̂
於
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。

さ

て
抽
象
的
で
は 

な
く
、
具
體
的
な
、
*
即
ち
他
の
蓮
動
形
態
纪
あ
る
物
質
ビ
の
關
聯
性
化
あ
る
所
の
一
つ

_
の
運

動

形

態

^
於

け

る

物

質 

は
"

又
當
然「

多
様
な
る
諸
规
定
の
統
 

一
L-
V
Jし
て
現
は
れ
ね
，ぼ

な

ら
2

0
斯
く
し
て
の
み
、

一
つ
の
運
動
形
態
に
あ 

.る
物
質
は
眞

R

あ
る
が
ま
、
の
、
具
體
的
な
も
の

VJ.

し
\し
存
し
得
る
の
で

.あ
る
。
何
故
か
な
れ
ば
、

一
つ
の
缒
動
孩 

S

ぁ
る
物
質
は
、.

耽
に
そ
れ
以
前
代
存
し
た
種
々
な
る
運

.動
形
態
に
あ
つ
た
物
質
が
星
運
動

^

ょ
つ
て
、
そ
の

第
二
十
六
卷
，(

四
四
五〕

.
現
货
性
認
識
へ
の
：逍
- 

笫
I

s

.

六
\



a
l
:

十

六

卷

(

四

2

0

瑰

貨

件

認

識

、
へ

f

道

：

.

b
o

1
つ
の
運
動
形
態
に
迄
轉
化
し
-/
2

も
の
で
あ
る
以
上
、
:そ
れ
'は
以
前
^ ;

於

げ

；る
_

ケ

な

る

述

動

形

態

に

あ

つ

た

物

質 

の
多
樣
なM

#

定
を
1-
J

括

し

統

J

し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
：。
失
故
、
例
べ
ば
有
機
.體
ど
云
ふ
ー
つ
の
運
動
形
態
^
 

あ
る
物
質
ば
、
夫
^

講
成
す
る
^

至

0

た
多
樣
な
運
.動
形
態
^

あ
る
.物
：質
の
諸
規
定
.、の
統
一
.
で
あ
'る
。

以
上
k

よ
'つ
て
、
辯
證
法
の
第
一

一

の
契
機
?:
唯
物
論
的
R
■
，礎

づ

け

る

.爲

の

第

一

の

論

呵

如

ち

客

觀

的

實

在

が
 

對
立
性
の
統一

な
る
速
動
形
式
汉
あ
る
と<
の
論
證
が
な̂

れ
得
た
.^
思
ふ
0
そ
れ
故
、
次

S

で
第
二
の
論
證
、
即 

ち
见
惟
諸
形
式

(

範
_)

も

斯

か

る

、
運

動

形

式

^

よ
つ
て
の
み
一
、
' 客
觀
的
實*
を
：近
：似
的
に
反
映
す
る
所
の
具
體
的

® 

惟
形
式
を
獲
得
し
得
る
乙
さ
の
論
證

^
移
る
。

:

蓋

し

Z
の

論

證

も

师

念

論

的

R
で

は

あ
る
が

、旣

R
天

才

へ

ー

ゲ

ル

k

よ

つ

て

な

^

れ

た

の

で

あ

る

。

我

々

は

、
 

マ

，

ク

ス

、

エ

y

ダ

,

ス

、

レ

'
 
丨

ニ

ン

が

沄

ふ

如

く

、

へ

ー

ゲ

べ

か

取

撒

ふ

所

の

對

立

性

の

統

 

一

k

於

て

星

運

動

 

す

る

m
心

惟

諸

形

式

の

認

識

主

觀

を

.、

絕

對

精

神

の

代

6

k

、

人

間

の

、

感

性

に

初

ま

つ

て

感

性

的

實

踐

活

動

に

終

る
 

認

識

主

觀

R

S

さ

換

ベ

る

時

、

そ

こ

^

合

瑚

的

核

心

を

見

出

し

得

る

の

で

あ

る

。

即

ち

我

々

人

間

の

|1
1
心

馆

作

川

は

初
 

め

に

於

て

は

、

必

然

的

に

多

棧

な

る

規

定

の

統

一

た

る

具

體

的

對

象

の

杣

象

的

.r

而

性

k

、

從

つ

て

杣

象

的

な

见

椭
 

形

式

(

範

«

)

に

0

執

せ

ざ

る

を

得

ぬ

も

の

で

あ

々

、

乙

の

悟

.
性

的

思

惟

作

用

の

党

服

、

た

陽

に

よ

つ

て

の

み

、

具

t
 

的

對

象

を

近

似

的

^

反

映

す

る

具

體

的

恩

惟

形

式

(

範

疇

}
を

獲

得

し

得

る

匕

云

ふ

^

あ

る

-3

..
^

:
て

S

R

述

へ

た

衣

く

我

々

の

諮

a

の

對

氛

は

、

我

々

の

主

觀

か

ら

獨

立

^

亦

す

る

客

觀

的

實

在

(

即

ち

物
 

質

~

~

-J
r

る

意

味

に

於

て

、

.
S

然

も

::
«

:

會

を

物

質

：
ど
' 
名

附

け

得

る

)
(

で

あ

る
o

を

し

て

、

Z

の

客

巍

的

實

^

た

る

物
 

質

ば

、

f

 

K

 I
:

定

.の

f

動

形

®

 k

 

f

eる

：。

::
I

に

^

昨

T

寒

 

あ

る

物

質

は

、

失

自

體

,4
i

體

‘ぐ

し

X

見

て

.

對
立
物

の

統

一

で

は

あ

る

が

、
然

し

そ

れ

は

'
他
の
：種

々

な

.

る

述

動

形

態

ド

あ

つ

た

物

質

が

、

.

そ

：れ

自

體

旣

R
遐
立 

性
の
統
一
で
あ
つ
た
が
故
に
、

出

己

運
動
を
起
し
、
そ

れ

に

迄

轉

化

し

來

o
た

結
果
存
す

る

も
の
で
あ

る

か

ら

し

て

、
 

從
來
經
過
し
て
來
た
秫
々
な

る

M

動
形
態
.の
諸
规
定

*

即
ち
種
々
次
：る

對

立

物
の

統
一
な
る
規
定
を

そ

れ

自
體
R

含 

/I
だ
、
祓
雜
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
卜
ミ
の
種
十
な
る
述
動
姆
態

^

あ
る
物
質
の
運
動

.

.發
M

は
.、

從

來
の
經 

驗
科
學
の
立
證
す
る
如
く
、
大
體

.取
純
な
\

杣
象
的
な
運
動
形
態
か
ら
、
そ
れ
：等
の

.運
動
形
態
の
.：諸

规

定

を

位

括

す 

る
、
ょ
ぅ
複
雜
な
、
具
體
的
な
運
：動
形
態
へ
の
發
展

で
.

あ
る
。
即
ち
、
.自
然
：科
學
例
へ
ば

.生
物
學
k

於
け
る

進
化
論 

は

、

取

細

胞

な

る

單

純

：な
運
，動

形

態

に

あ

る

.生
物
'か
ら
、
祓
雜
な
有
機
的
組
成
な
る
運
動
形
態
に
あ
る
生
物
へ
の
進 

化
t

論
證
し

、

又
社
會
科
學
、
例
へ
ば
マ
ル
ク
ス
の
經
濟
學
は
、
價
値
形

.態

が

單

純

な

も

の

か

ら

、
貨

幣

形

態

.
へ
の 

發
展
を
論
洲
的
順
序

.に
從
.ふ
ど
共
に
、
同
時

^

糜
史
的
順
序
：に
於
て
論
證
し

_て
ゐ
：る
。
.

(「

資
本
論」

第

一
編

，

3V
一
 

章
、
第
三
節

1
價
値
形
態
■即
ち
交
換
價
値

」

參
照〕

:■

「

：ど

乙

^

で

我

々

は

先

づ

斯

る

對

象

^

感

性

^

ょ

つ

て

、

，
對

象

、

W

ち

現

象
2

U

H

獲

：へ
：
る

。

然

し

旣
R

對

象

が

祓 

雑

な

、
:

多

様

な

規

定

の

統

：

r

ぜ

し

て

の

、

一
定
の
運

®;

形

態

^

あ

る

物

質

で

あ

，
る以

上

、

感

性

に

與

へ

ら

れ

た

對

象 

も

頗

る

複

雑

ft

し
V

V

:

雜

然

た

る

も

の

で

あ

る

。

然

し

思

■

作

用

は

、

こ
の
感

.
性

亿

與

へ

ら

れ

た

對

象

^
直

ち

に

秧 

序

ヴ

け

、

統

一

し

、
以

つ

て

今

の

對

象

^

生

々

.

ど

し

た

全

體

K

於

H

主

觀

ほ

搏

生

産

す

る

こ

w

は

出

來

な

い

'>
:
寧

ろ
 

M

惟

作

用

は

‘

先

づ

仑

の

對

象

の

最

も

简

單

な

.
'、
最

も

#

通

な

、
最

も

基

磔

的

/x
.
. 

M

i

大

最

的

な

規

定

を

袖

象

し 

來

々

、

之

に

闽

執

し

、

そ
：れ

に

»

し

V

、

一 

つ
の
：思

惟

形

式

(

範

喃

)

を

設

定

す

る

>

然

し

»

象

を

構

成

す

る

夫

々

の 

規

定

は

、
旣

R

を

れ

尚

體

對

立

.

性

の

統

|

;

ど

し

て

内

的

運

動

化

ょ

，つ
：て

相

互

代

推

移

し

、

關

聯

し

、

「

つ

の
祓
雜
な 

第

二

十

六

卷

(
-

四
㈣

七〕

：
现
赏
性
認
識
へ
の
道

 

S

;號
 

七

I



^

'

.ご

.
'

r

 

六
.
卷
.

.

.(

.以
^
.
八〕

:

現
.於
他
.
.認
識
.
.へ.
の
.
it
' 

.
■

第
.
-
!
.
!

1

驾
：：.

：
ニ

L

ど
し
て
の
對
象
，v
ff
i

成
し
て
培
る
の
で
あ
る
か
ら
、

' 對
象
の
；I

つ
の
：規
定
に
：對
し
て
M

ff
l

が
固
定
的
^
設
定
し 

た
怨
禮
形
式(

.範
_

)

は
、
⑴
心
惟
作
用
が
對
象
を
近
似
的
^

度
映
せ
ん
ど
す
る
限
办
、
更
^

そ
.の
思
惟
形
式(

範
_)

の 

內
に
矛
盾
、
對
立
性
^

含
む
こ
ど
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、：

く
の
矛
盾
、
對
立
の
揚
棄
R

よ
つ
て
、
內
的
必
然 

性
を
以
つ
て
他
の
见
惟
形
式(

範
疇)

^

移
行
し
な
け
れ
ば
な
ち
2

。
然
し
.乙
の
思
■

形
式
s

_

)

は
、
最
初
の
思
惟 

形
式(

範
，曝)

の
-F

立
的
一
矿
性
を
西
足
す
る
が
へ
同
時

^

夺
れ
を
自
已
の
構
成
^

必
要
な
规
定
ど
-
し
て
保
^

す
る
。
 

斯
く
见
惟
作
用
は
對
象
を
近
似
的
^

反
映
せ
ん
ビ
こ
^

を
因
指
し
て
、
1

つ
の
她
象
的
な
©

惟
'形
式(

範
_)

の
内
に 

含
ま
れ
た
S

立

：矛
盾
を
如
か
^

し
、

乙
れ
を
揚
棄
し
つ 

>
.、
次
第
從
來
の
见
他
形
式(

範
疇)

の
も
つ
諸
规
定
を
秧 

序
づ
け
、
統

一

し
た
所
の
よ

6

具
體
的
な
思
惟
形
式(

範
晴)

へ
ど
發
展
し
、
以
つ
て
對
象
を
近
似
的
に
反
映
す
る
俎 

恨
形
式(

範
略)

を
.獲
得
す
る
。
斯
か
る
具
體
的
患
惟
形
式
を
：通
じ
：て
主
觀
に
與
べ
：ら
れ
た
認
識
内
容
は
、
，最
早
最
初 

感
性
に
よ
つ
て
^

へ
.ら
で
た
!̂
S

新
然
た
る
對
象
で
は
な
く
、
雜
然
た
る
多
樣
な
規
定
•

か
秩
序
づ
け
ら
れ
、
統
一 

.さ
れ
た
、
生々た全體

V」

し

て

把

管

れf

の

で

あ

ぅ

、

斯

く

て

又

.、

對

象

の

必

然

的

證

則

が

發

見

さ

れ
 

る
‘

M

k

W
象
的
、

一

而
的
M

ff
f

形
式(

範
疇)

か
ら
對
立
性
の
；統
一
な
る
蓮
動
形
式
を
®

じ
て
よ
6

具
體
的
な
思 

惟
諸
形
式(

範
_

)

^

移
る
思
惟
過
程
^

於
.け
る
論
輝
：的
顺
序
は
、
對
象
.そ
の
も
の
、
歷
史
的
發
生
顺
序
に
大
體
適
應 

す
る
こ
ビ
が
出
張
^

れ
樽
る
。
勿
論
論
卵
的
順
序
ど
；歷
史
的
發
生
顺
序
が
嚴
密
R

.

I致
す
る
と
ど
を
主
.張
す
る
も
り 

で
は
な
V

ミ
云
'
ふ
；の
，は
、
：
我
々
の
認
謙
の
對
象
ご
し
て
感
性
に
與
へ
ら
れ
て
居
る
も
の
'は
、
te
R

一
 

定
の
.發
生
過 

#

を
經
'て
：終
つ
た
所
の
一
'つ
の
運
動
形
態
に
あ
る
物
質
の
み
で
あ

.

C
V、

そ
の
具
職
的
な
歴
史
的
發
：生
過
程
そ

の

む

の
 

は

'：
'：
感

料

の
：
對
|,

—

へら

れ

てM
.な

：
い
.

か

ら

.で

あ
る

。

然

し他

方
k

於

て

、

そ

の一つ

の
蓮
：動
形
態
k

あ
る
物
質

は
、
そ
れ
が
發
生
す

る
k

至

る

迄

の

諸

運

，動

形

態
.の

諸

規

定

を

保

有

す

る

も

の

で

あ

-
^
、

1-
L

つ
を
の
f

運

動

形

態

.の 

發
歴
順
序
は
軍
純
な
杣
象
的
な
運
動
形
態
か
ら
、
祓
雜
な
具
體

的
な
運
動
形
態
へ

ビ
行
は
る

、
も
の
で
あ

0
以
上
、
 

假
令
へ
我
々
の
感
性
に
與
へ
ら
れ
て
居
る
も
の
は
其
等
の
遝
動
形
態
を
旣
に
經
過
し
て
終
つ
た
ー
つ
の
運
動
形
態
に 

あ
る
物
質
の

_み

で

あ

つ

た

に

せ

ょ

、©
惟
作
用
が
先
づ
そ
の
運
動
形
態
に
あ
る
物
質
の
多
樣
な
る
諸
規
定
の
內
、
最 

も
軍
純
な
、
狨
礎
的
な
規
定
を
杣
象
し
、

.
そ
れ
か
ら
出
發
し
、
次
第

^

齒
雜
衣
、
具
體
的
規
定

.
へ
移
る
'の
で
あ
る
か 

ら
し
て
、
大
體

k

m惟
諸
形
式(

範
W)

發
展
の
論
现
的
順
序
は
、

對
象
た
る一

定
の
運
杣
形
態

^
あ
る
物
質
の
歷
史 

的
發
生
順
序

^

適
合
す
る
。
部

_ 

.:ン

註
识
惝
諸
形
式
の
論
现
的
發
展
順
序
せ
對
象
そ
の
も
の
し
歷
史
的
發
生
順
序
の
適
應
關
係
の
間
題
に
就
い
て
は
、他

：：：、

_

諧
法
に
於
け
る
思 

佻
骱
形
式
へ
猫
曝〕

の
構
成
原
理
を
.述
べ
る
場
合
に
詳
述
す
る
豫
宛
で
あ
る
0

.'
,
以
上
ド
於
て
、
狖
ニ
の
論
證
、
即
ち
忠
惟
諸
形
式

(

範
疇)

が
物
：質

<

問
様
な
對
立

.性
の
統

1.
な
る
運
動
形
武
ド
ょ 

つ

て
の
み
、.客
«

的

實

在

を

近

似

的̂
反
映
す
る
所
：の
具
體
的
思
惟
形
式
を
獲
得
し
得
る
乙
ど
の
論
證
を
終
る

° 

然
し
乙
の
；i

證
は
：頗
る
杣
象
に
失
し
：
恐
ら
く
理
解
が
困
雛
で
あ
つ
た
ど
见
ふ
か
ら
し
て
、

マ
〃
ク
ス

k

於
け
る 

理
論
經
濟
學
の
硏
究
方
法
を
例
に

€

つ
.
.
\し、
.
幾
分
.ご
も
乙
の
論
諧
の
现
解
を
：容
易
な
ら
し
め
ょ
ぅ

^

思
ふ
。

现
論
經
濟
學
■の
對
象
は
、
旣
に
他
の
論
文
で
述
べ
た
如
く
、
資
本
主
義
的
往
產
典
同
生
活
體
で
：あ
る
0
勿
論
乙
の 

共
同
生
活
體
.は
不
斷
の
無
數
の
人
間
の
實
踐
的
相
互
作
用
ど
し
て
の
み
存
在
す
石
の
で
あ
る
。
然
し
、
乙
の一

定
の 

人
間
諸
關
.係
は
、
個
々
の
個
人
の
實
踐
を
通
じ
て
の
み
存
す
る
ど
は
云
へ
、
制
々
の
個
人
の
.

*
志
に
ょ
つ
て
任
意
に 

榔
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
個
々
の
個
人
意
志
か
ら
獨
立
し
て
、
ぞ
れ
等
の
諸
關
係
は
：1
定
の
體
制
に
組
織
さ
れ
て

第
二
十
六
卷
バ
四
四
九〕

現
實
性
認
識
へ
の
道 

馆
三
號 

七
三



へ

.

^
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1

 

I

,

 

1
一

號

.ヒ
 

d

 

居
办
、
堆
衝
を
.保

つ

て

居

る

。
：
も

れ

故

個

：々

：の

認

.識
生
觀
，か
ら
は
獨
立
位
て
存
す
る
客
觀
的
實
在
、1
:
;從
づ
^
^

.
#味
に
於
け
る
廣
義
：の
哲
學
上
の
用
語

S

じ

て

.

の
# ;

質
^ '

会
び
#

る
。
_
ど
こ
ろ
で
、
資
本
主
義
的
生
產
共
同
生
活
體 

は
原
始
^

產

體

：が

解

離

し

で

以

後

、
種
：々
.
«
:る

形

態
.
2於
け
，る.生
產
典
同
生
活
體

(

古
代
社
會
的
、：

封
雞
的
.)

を
經
過 

しV

後

發

生

し

た

も

の

で

：あ
：る

以

上

、
：
も

れ

は

ニ

つ

.の

迦

動

形

態

忙

あ-3
物

質
1-
產

共

同

，生

活

體

)

ど
云
^

得
る
。
 

そ
れ
故
^

又
®

來
の
諸
生
產
共
同
生
活
體
の
諸
規
定
を
包
括
す
る

y
jdh(

(c
、
,
そ
れ
自
體
^
特
有
な
諸
規
定
を
含
む
所 

の
、
，頗

る

多

樣

な

規

定

の
.統

—

e
し
て
存
す
る
。

S

て
我
々
の
感
性
k

與

ベ

ら

、
資
本
主
義
的
生
產
共
同
生
活
體

.，は
頗
る

.

複
雜
な
、：雜
然
た
る
も
の
ど
し
て
瑰
は 

:れ
る
。
或
る
時
は
恐

«

現
象
£

て
、
又
疵
る
時
は
失
業

/

勞
働
爭
議
等
S

し
て
、
種
5

多
な
S

於
て
現
は 

れ
.る
。
然
し
患
惟
は
最
初

'か

ら

、
是

等

複

雜

な

.諸

)1
1
|
:會
關
係
を
生
々
(£
:
し
た
全
體
^

統
，一
す
るM

 V
J

は
出
來
な
.い
o 

我
々
.は
先
づ
感
性
R
與
.へ
ら
.る
、
種
々
な
る
®
象
の
.內
か
ら
、
最
も
取
純
な
、
：最
も
，

一

般
的
な
現
象
而
を
杣
象
し
來 

气

こ

れ
.に
固
執
し
な
け
れ
ば
な
ら2
。
然
る
^
資
本
主
義
的
生
產
共
同
生
活
體
は
最
も
完
成
せ
る
商
品
生
產
社
會 

次
る
が
故
に
、「

最
.も
靡
純
な
ノ
最
も
普
通
な
、
最
も

^
本
的
な
最
も
大
最
的
な
、
.
最
も
.日
常
的
な
、
無
歎
に
目
*
す 

可
さ
關
係
は
商
品
交
換
で
あ
る
。」(

L
e
n
f
n

 

s

p:mtHche: 

W
e
r
k
e
.

 

B
d
:
x

日
，s，

376
.
}
>
v
n

故
、
思
酸は

®

雜

な

乡
 

様
な
現
象
か
ら
商
品
交
換
衣
る
現
象

'丽
を
杣
象
し
來6
、
こ
れ
れ
随
執
し
、
商.品
な
る
.範

疇

を

設

定

：
し

、
乙
れ
り
杆 

究
を
初
め
る
。
然
し
商
品
は

.交
換
過
程
に
現
は
：れ.る
も
の
で
，あ
々
、
從
つ
，_て
賣
手
か
ら
買
手
べ
ど

®

動
す
る
も
の
で 

あ
る
。'5r
く

齒

為

運
ff
i
f
t
を
：な
し
得
る
の
ば
、
そ
の
：內
k
»

a

方

に

 

於V
.

商
=
叫
を
構
成
す
さ
自
然
的
素
材
が
買
手
，の
欲
望
を
充
足

{,
#
る

使

州

價

値

を

持

つ

か

ら

：で

ぁ

办

.、

.又

：
；3
の
.ぢ

品
が
を
の
.自
然
的
素
材
を
全
ぐ
異
ド
す
る
他
の
商
品
ビ
.交
換
さ
れ
る

.の
li
，
兩
者
•か
共
通
衣
，も
の
、

即

ち

人

間

勞

働
.

一
般
の
體
化
、
價
値
を
持
つ
が
故
で
あ
る
卩
換
言
す
れ
ば
ク
夫
タ
の
商
品
は
夫
自
贈
マ
方

^

使
用
價
値
を
持
ち
、
他 

方
^

こ
れ
ど
全
く
異
な
る
價
値
を
持
つ
が
故

^

、
即
ち
對
立
性
の
統
ー
な
る
が
故
に
交
換
運
動
を
營
み
得
る
の
で
あ 

る
。
そ
し
て
、
乙
'
の
場
合
商
品
憤
値
の
本
質
が
人
間
勞
働

T

般
な
る
$

J

:は
、
直
接
感
性
に
現
は
る
、
も
の
で
は
な 

く
、
见
惟
作
用
の
結
果

得
ら
れ
た
も
の
で

.あ

.る
が
、
然
し
乙
の
認
識
が

單
に
ま
«

に
於
て
構
成

3

れ
た
も
の
^
過
ぎ 

なS

の
で
な
く
、
客
體
的
實
在
ど
し
て
の
商
品
自
體

R

體
化
3

れ
，て
居
る
も
の
で
あ
る

Z
€
は
、
日
常
無
數
の
交
換 

ど
云
ふ
人
問
の
感
性
的
實
踐
活
動
に
ょ
つ
て
證
明

^

れ
て
居
る
。

,斯
く
商
品
な
る
思
惟
範
疇
は
使
用
價
値
竝
に
價
値
な
る
對
立
的
な
见
惟
範
疇
の
銃
一
ど
し
て
取
扱
：は
れ
る
。
次
い 

で
價
値
は
思
惟
に
於
て
初
め
て
發
見

3

れ
る
も
の
で
あ
る
；か
、

4

の
價
値
の
感
性

^

與
べ
ら
れ
る
形
、
ゆ
ち
«
«
の 

現
象
形
態
即
ち
價
値
形
態

(

交
換
價
値

)

を
硏
究
す
る
場
合
に
於
で
も
、

.又
價
値
形
態
は
：相

對

的

價

値

形

態

ど

'等
價
形 

態
ど
の
對
货
物
の
麻

--
*
S

し

セ

現

は

れ

るo

そ
し
て
こ
の

»

*
物
_の
銃

—
も
し
て
视
は
れ
る
價
値
形
態

?:
骓
純
な
も 

の
か
：ら
>.
搬
大
さ
れ
た
も
の
、

|
.般

的

な

も

の

、
，最

後̂
貨

幣

形

態
^

迄

、
：
論

现

的

發

展

順

序
^

於

て

研

究

す

。
，
然 

し
t

の
價
値
諸
形
態
の
論
：现
的
發
展
順
序
は
、
同
時

k

價
値
形
態
の
歷
史
的
發
展

W

序
を
.大
體
R

於

て

皮

映

す

。

.

K

に
次

%

で
貨
幣
の
贅
本
.へ
0:

轉
化
を
硏
究
す
る
^

し
て
も
、貨
幣
が
商
品(

勞
働
カ
竝
に
生
：產
手
段)

^

移
行
し
、
 

商
品
が
«

び
貨
幣
^

移
行
す
る(

ヴ
ミ
6

、

)

.
運
動
形
態
、：.即
^

貨
幣
^

商
品
^

が
相
互
紀
移
行
し
合
ふ
所
0 

の
統
.
一
ど
し
て
資
本
が
把
握
3

れ
る
ゾ
斯
く
の
如
く
，
貨
幣
な
3 !

範
_

か
ら
資
本
な
る
.範
疇
へ
の
.發
展
は
、

全
く
舞 

立
物
の
統
1

な
る
運
動
形
式
亿
於
で
.な
^

れ
ふ
ビ
共
に
：.、
：
：之

の

資

本

な

0
範

疇

：：は
；商

品

竝

^
貨

幣

な

る

範

疇

の

諸

規

笫

ニ

十

六

卷

(

四
五
；〕

現
赞
性
認
識
？
.の
逍

 

望

號
 

七
宄



笫
！

一

十

六

卷
S

5
D

現
攻
性
認
識
へ
の
道 

2
1
號 

レ"
、

定
5:
統I

し
た
所
の
ょ
6
複
雜
な
具
體
的
な
範
疇
^
し
て
現
ば
れ
る
"
然
し
他
方
^
於
\し
、
商
品
か
ら
貨
幣
、
貨
幣 

が
ら
资
本
へ
の
範
疇
の
忠
惟
^
於
け
る
論
现
的
發
展
順
序
は
又
歷
史
的
發
生
顺
序
^
適
應
し
て
居
る
；
即
ち
商
品
交 

換
は
先
づ
物
1
父
換
ビ
し
て
現
ば
れ
、
後
に
貨
幣
^
ょ
る
交
換
が
現
は
れ
尺
の
で
あ
る
以
上
、
商
品
は
貨
幣
^
先
立 

つ
て
發
生
し
、
父
資
本
は
貨
幣
經
濟
が
或
る
程
度
發
生
し
た
後
^
現
は
れ
.た
も
0
で

あ

る

が

ら

.、
：
貨

幣

は

資

本

に

先 

立
つ
て
發
生
し
た
の
で
あ
る
o
:

:

右
の
如
ぐ
、：
マ
ル
ク
ス
の
现
論
經
濟
學

(

資
本
論

)

は
、
單
純
な

0
姐
惟
形
式

(

範
疇)

か
ら
出
發
し
、
そ
の
內

R

對 

.立
性
の
統

一

を
見
.出
すM

 

w

R

l

oて
、
他
の
思
猶
形
式

(

範
疇
^

移
行
し
、
各
後
に
現
は
れ
る
思
他
形
式

(

範
_

) 

は
以
勋
妃
現
は
る
、
風
惟
形
式

(
範
疇)

の

諸

規

定

を

統

」

す

る

所

の

ょ

ぅ

具

體

的

な

见

惟

形

式

(

範
疇)

ど
な
ぅ
、
W
 

く
て
多
様
な
諸
規
定
を
生
々

X

し
た
全
體
k

統

一

し

、
資

本

主

義

的

生

產

共

同

生

活

體
5:
近
似
的
化
反
映
す
る
具
體 

的
な
認
_

を
獲
#

す
る
の
で
あ
る
。

：

.

を
れ
故
、

マ
ル
ク
ス
，は
、
從
來
の
现
論
經
濟
學
の
研
究
方
法
が
、
感
性
に
與
へ
ら
れ
た
祓
雑
な
具
體
的
现
象
の
內

か

ら

分

析
R

ょ
つ
y

m

R
一
一
一
一
一

 

の

抽

象

的

な

範

_

、

例

へ

ば

分

業

 

> 
讀

幣
’

M

値
等
々
を
®

し
出
し
、
こ
れ
汶
固

執
す
る

こ
ビ
に
終
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